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REPORT

もも産地における新たな病害虫対策と
優良品種の育成

那賀振興局　農業水産振興課

１．はじめに
那賀管内は、県全体のもも栽培面積の 76.1％を占める県内一のもも産

地です。

しかし近年は、地球温暖化に伴う異常気象による作柄の不安定化や、特

定外来生物であるクビアカツヤカミキリの被害拡大など、もも栽培を取り

巻く課題が顕在化しつつあります。

こうした状況を踏まえ、当課では、もも産地としての維持・発展を図る

ため、令和6年度から普及計画の一般課題として、「重要病害虫の発生抑制」

と、「つきあかりの早期大玉果生産」を目指した調査や取組を進めています。

２．特定外来生物クビアカツヤカミキリのまん延防止対策
（１）被害状況と防除啓発について　

那賀管内では、令和 2年に岩出市、紀の川市で初めてクビアカツヤカ

ミキリの被害を確認して以来、被害は年々増加傾向にあり、被害を受け

た本数は、令和 2年度：12本　令和 3年度 :25 本、令和 4年度 :166 本、

令和 5年度 :259 本、令和 6年度 :534 本 (113 園地 ) となっています。

被害拡大を食い止めるため、ＪＡ、紀の川市、岩出市、かき・もも研究

所、振興局等の関係機関で構成する「那賀地方病害虫防除対策協議会」（以

下、協議会）で、情報共有するとともに、年間 2回の巡回調査や被害確

認のための悉皆（しっかい）調査を行っています。

また、新たな被害が発生した際には、現地確認や被害樹の中の幼虫の掘

り取りなど、ＪＡ営農指導員と緊密に連携をとり、クビアカツヤカミキリ

の被害の早期把握と蔓延防止に努めています。

さらに、毎年地域全体に周知する事で、早期発見・早期対策につなげる

ため、岩出市と紀の川市の全世帯約 53,000 戸を対象に、防除啓発チラシ

を配布し、本害虫の特徴や見つけた際の対処法を周知しており、今年度は

10月に全戸配布しました。

桃目揃え会での注意喚起

巡回調査

全戸配布チラシ（表面）

普及活動レポート



34

（２）産卵阻止ネットのモデル園設置の概要

ももに対するクビアカツヤカミキリ被害を未然に防ぐ新たな方法として、かき・もも研究所において被害を

受けていない樹体に、目合い 0.3mmのネットを隙間なく巻き付け、タッカ―で直接固定することで、物理的

に産卵を阻止する対策が発案されています。

この方法の効果を検証するため、令和 7年 5月に協議会主催で研修会を開催し、紀の川市内にモデル園 2

カ所を設置しました。

１カ所はカイガラムシの発生している園地に処置しているため、ネットの被覆による影響も調査しています。

今後は有効性が確認できれば、生産者向けの研修会等を通じてこの方法を普及する予定です。

３．‘つきあかり’の早期大玉果生産を目指した取組
那賀管内の７月中旬に収穫期を迎える、中生品種の主力品種は‘清

水白桃’ですが、生理落果や変形果の発生が多く、せん孔細菌病にも

弱いなど栽培管理が難しく、生産面積は減少傾向にあります。

一方で、近年、‘清水白桃’にかわる品種として、同時期に収穫でき

る黄肉系の‘つきあかり’の栽培面積が増加傾向にありますが、‘つき

あかり’は若木期の果実サイズが大きくなりにくいことが問題となっ

ています。

そこで、当課では、‘つきあかり’の早期大玉化の生産の実現に向け

て、台木と穂木（つきあかり）の間に別の品種「白鳳」を挟む、中間

台苗木の効果を検証するため、紀の川市桃山町の現地ほ場で栽培試験

を実施しました。その結果、現地ほ場の果実は平均 280g 程度に達し、

比較対象とした、かき・もも研究所の中間台を使用しない‘つきあかり’

より大きい値を示しました。ほ場の条件が異なるため、単純に比較は

できませんが、中間台を導入することで、果実肥大効果が得られる可

能性が示唆されました。

引き続き現地試験を継続し、ＪＡやかき・もも研究所と連携しながら検証を進め、得られた技術や知見を生

産者の皆様へ還元していく予定です。

産卵阻止ネットを巻く様子

現地圃場での調査

果実比較調査
（左：中間台木なし、右：あり）

産卵阻止ネット モデル園の説明看板



35

REPORT

重要害虫果樹カメムシ類
防除に対する取り組み

伊都振興局　農業水産振興課

１．はじめに
伊都地域は県下で最もかき栽培が盛んな地域ですが、かきを栽

培する上で最も問題となるのが果樹カメムシ類（以下、カメムシ）

の被害です。カメムシは他の害虫とは異なり、かき園地内で増殖

するのではなく、スギやヒノキ林で増殖します。そしてカメムシ

の成虫は、山林に餌が不足すると餌を求めて周辺に拡散し、果樹

園に飛来すると果実を吸汁・加害します。

したがって、かき園に『いつ』『どこに』『どのくらい』カメム

シが飛来するのかを把握することが重要になります。

そこで、伊都地方農業振興協議会（各市町、ＪＡわかやま紀北地域本部、ＮＯＳＡＩ北部支所、伊都振興局

農業水産振興課で構成）では、生産者のカメムシ被害軽減のため、これらの情報収集に努めていますので、そ

の取り組みについて報告します。

 

２．取り組みの経過、活動内容と成果
（１）カメムシの発生予察調査

『いつ』、『どこに』、『どのくらい』を知るため、下記調査を行

っています。

○予察灯誘殺数調査

　（7ヵ所）

○フェロモントラップ調査

　（12ヵ所）

○越冬量調査

　（山林 12ヵ所）

普及活動レポート

カメムシ被害果実

越冬量調査フェロモントラップ調査

予察灯誘殺数調査
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（２）カメムシによる被害果調査

現場での被害状況を把握するため、下記の調査を行っています。

○刀根早生：16園地、平核無：13園地、富有：16園地

○ 7～ 10月、被害果率を調査

（３）防除啓発、情報の発信

○調査した結果を関係機関で情報共有・生産者への指

導に活用

○ホームページに情報発信

　→『伊都の柿データベース』で検索

○防除啓発チラシの発行

３．今後の取り組み
増殖源となるスギやヒノキが存在する限り、カメムシに

よる被害はなくなりません。少しでも安定したかき生産に

つながるよう、今後も関係機関と協力し、調査・情報提供・

防除啓発を続けていきます。

予察灯調査結果（半旬）

カメムシ越冬量（チャバネ）の年次変動

フェロモントラップ調査結果

カメムシ被害果率（富有）の推移（10 月下旬）

参考：令和６年度カメムシ防除啓発チラシ
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REPORT

有田みかん産地
産地受入協議会を軸とした新規就農者の確保及び育成支援

有田振興局　農業水産振興課

普及活動レポート

１．はじめに
有田地域では、主要品目である温州みかんの生産量は 90,000t 前後で比較的安定して推移しているものの、

販売農家数は 10年間で 3,921 人から 3,040 人に減少し、65歳以上の農業従事者が 55%以上を占めるなど

（2020 年農林業センサス）、農業者の減少と高齢化が進んでいます。今後、産地の生産力を維持するためには、

新規就農者の確保及び育成が求められています。

そこで振興局では、新規就農者を確保するため、就農希望者に対して就農相談から農業研修の受入れ、研修

後の定着支援までを一貫して行う産地受入協議会の体制整備・強化を支援しています。

また、新規就農者を対象とした技術研修会や交流会を開催するなど、早期に経営安定できるよう支援を行っ

ています。

 

２．活動内容と成果
（1）受入体制の構築・強化

産地受入協議会は、市町、農業委員会、研修受入農家（後継者育成に意欲のある農業者）等で構成されてお

り、就農希望者が効率的に栽培技術や経営知識を習得できるよう実践的な年間研修計画を備えるほか、農地や

補助事業などの相談対応も行っています。

管内で最も早く令和 3年度に設立された有田川町農業後継者受入協議会では、受入農家として 14名 6法人

が参画しており、設立以降 3名が研修を終了して営農を開始しました。

有田川町をモデルとして他の市町へも働きかけを行い、令和 6年度には、管内すべての市町で産地受入協

議会が設立され、就農希望者に対して関係機関が一体となって支援する体制が整いました。現在、3か所の受

入協議会で 6名の研修生を受け入れています。

また、かんきつ以外の品目でも研修を行えるように各協議会へ働きかけを行った結果、有田市では、近年栽

培希望者が多いいちごで受入農家の参画があり、研修が可能になっています。

（2）新規就農者の確保と育成

ア　新規就農者の確保

産地受入協議会で研修を行っている研修生には、定期的に受入農家、市町を交えた面談を行って研修進捗状

況の確認や研修終了後にスムーズに就農できるよう協議を行っています。また、研修終了後も営農状況を確認

し、個別に必要な支援を行っています。
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就農希望者に対しては、個別に相談を行っていますが、令和 6年度は平日に就農相談に来られない方を対

象に管内市町合同就農相談会を休日に開催し、2名の相談を受けました。

イ　新規就農者の経営安定と定着促進

新規就農者の主な栽培品目であるかんきつ栽培技術の

向上を図るため、就農して 5年目までの農業者を対象と

した「アグリビギナー研修会」を開催しています。研修

会では、温州みかんで卓越した栽培技術を持つ農業者と

して認定された「匠の技 伝道師」等を講師として招き、

みかんの摘果やせん定、苗木の定植等の研修を行ってい

ます。この研修を通じて、匠の高度な栽培技術や知識に

触れ、経営の向上につなげてほしいと考えています。他

にも、各種セミナーや研修会等について情報提供を行い、

参加を促しています。

また、近年、みかんの収穫等の季節労働をきっかけとして、有田地域に移住して就農する人が増加しており、

産地受入協議会で研修を受けている人もいます。このような I ターン就農者や就農予定者の交流を目的として

昨年度に研修会を開催したところ、対象者 23名のうち 17名が参加されました。新規参入者の定着を促進す

るため、技術的な支援に加えて、仲間づくりや地元農家と繋がる機会が得られるような研修会等の場を提供し

ていきます。

３．今後の取り組み
令和 6年度は、有田管内すべての市町で産地受入協議会が設立され、関係機関が連携して就農希望者をサ

ポートする手厚い体制ができました。引き続き、協議会を中心として関係機関が連携し、研修終了後に円滑に

就農できるように支援するとともに、就農後は早期に経営を軌道に乗せられるよう技術研修会等の開催や各種

支援策の情報提供を行っていきます。

就農相談

「匠の技 伝道師」によるせん定講習会 I ターン研修会
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１．はじめに
クビアカツヤカミキリ（写真 1）は、中国、韓国、台湾等の

東アジアが原産で、もも、すもも、うめ及びさくら等のバラ科

樹木に産卵し、幼虫が樹の内部を食害して枯死させる特定外来

生物です。日高地方においても令和 5年 5月に初めて被害を確

認して以降、被害が拡大し、生産現場では危機感が高まってい

ます。

ここでは、現在の被害状況と関係機関の取り組み、防除対策

について紹介します。

２．日高地方の推進体制、被害樹の発生状況
（１）日高地方の推進体制

日高地方では、日高地方クビアカツヤカミキリ連絡会議（構成員：日高管内各市町、JＡわかやま紀州地域

本部、果樹試験場うめ研究所、日高振興局（農林水産振興部農業水産振興課、林務課、健康福祉部衛生環境

課））において、当該害虫の発生監視の啓発、発生状況調査等を実施しています。特に発生状況調査については、

5月～ 7月と 10月～ 1月の年 2回、発生地域では悉皆調査を、未発生地域では定点調査を実施し、早期発見

に努めています。

（２）被害樹の発生状況

日高地方では、令和 5年 5月に御坊市のさくらで被害樹を確認し、その後の調査で、同市内のうめ園地で

被害を確認しました。また、同市内だけでなく近隣の町にも被害が拡大し、令和 5年 7月には日高川町のう

め及びももで、令和5年9月には由良町のももで、令和6年12月には美浜町のさくらで被害樹を確認しました。

その後の調査においても被害は拡大しており、令和 7年 7月末で、日高地方の農地のうめ、すもも及びもも

等で 293 本、農地以外のさくら等で 56本の被害を確認しています。

３．クビアカツヤカミキリ防除対策実証事業について
当該害虫の被害拡大を防止するため、令和 7年度から御坊市で、標記事業を実施しています。内容は、6

月下旬から約 2週間おきに 3回薬剤防除を実施したほか、物理的防除として産卵抑制ネットの被覆（写真 2）

REPORT

クビアカツヤカミキリの防除対策について
日高振興局　農業水産振興課

普及活動レポート

写真 1　クビアカツヤカミキリ成虫　
　（写真：かき・もも研究所）
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や産卵抑制蛍光塗料を塗布し、今後、効果の検証を行う予定です。

４．防除対策
（１）幼虫の掘り取り・捕殺（3 月下旬～ 11 月）

株元だけでなく樹幹下の足下にも注意しながらフラスを探し、フラスを見つけたら、マイナスドライバーや

針金を用いて食入孔中の幼虫を捕殺してください。針金の先端を曲げておくと刺殺した幼虫を取り出したり、

刺殺した幼虫の体液が付着するので確認に有効です。また、スプレー型の薬剤を食入孔に噴射することもおす

すめします。

（２）被害樹へのネット被覆（5 月～ 8 月）

成虫の分散や健全樹や他園地への被害の拡大を防ぐため、目合い 4mm以下のネットを用いて、二重で被覆

してください（写真３）。

（３）収穫後の防除（6 月下旬～ 8 月）

成虫の密度を減らすため、登録のある農薬を3回程度散布してください。なお、成虫は見つけ次第捕殺します。

（４）被害樹の伐採・伐根又は根覆い（9 月～翌年 4 月）

成虫が飛び出さない時期に伐採し、伐根できない株元は、目合い 4mm以下のネット（二重）とブルーシー

トで覆い、周辺にマルチ押さえ等を用いて密閉してください。

一つのみの方法で防除することは困難です。（1）～（4）の方法を組み合わせて防除してください。

５．おわりに
これまでの取り組みにより、クビアカツヤカミキリの被害とその早期対策の重要性について、周知している

ところですが、今後は新たな被害がどこで発生してもおかしくない状態です。皆様には成虫が発生する 6月

～ 8月に薬剤防除を実施するなど今回の紙面で紹介した対策の実施と今まで以上の園地の見回りによる被害

の発見に努めていただき、被害の進行を食い止めていただくようお願いします。

写真 2　産卵抑制ネットの被覆状況 写真 3　成虫飛散防止ネットの設置状況
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REPORT

うめの超省力枝梢管理技術と
低樹高コンパクト整枝の導入推進による産地維持

西牟婁振興局　農業水産振興課

１.　はじめに
西牟婁地域の基幹作物であるうめは、冬期の気象条件に

より作柄が大きく変動し、生産量や価格が不安定になって

います。また、農業従事者の減少や高齢化が進んでおり、

産地を維持していくためには、重労働かつ多くの労力を必

要とする収穫やせん定等の管理作業を大幅に軽減させる技

術の導入が必要です。

このため、主力品種である「南高」の生産安定と省力化

を目的として、結果枝を増やす摘心処理に低樹高化（ムカ

デ整枝、カットバック処理）を組み合わせた技術の導入に

ついて重点課題として取り組んでいます。

２.　取り組みの経過、活動内容と成果　
（１）摘心による超省力枝梢管理技術確立

①春季摘心処理の講習と現地実証

うめ「南高」の摘心処理による着果安定及び作業省力化

を目的に、4月 21 日田辺市新庄町、25日上富田町岡、5

月１日田辺市上芳養、5月 9日田辺市秋津川の実証ほにお

いて講習会を開催し、摘心栽培に関心のある生産者 52名

とＪＡわかやま紀南地域本部の営農指導員 5名が参加し

ました。

講習会では充電式電動バリカンを用いて省力的に摘心処

理を行えることを紹介・実演しました。

電動バリカンにより効率よく処理するための留意点とし

て、水平気味に一振りで効率よく摘心処理ができるよう、

亜主枝等の背面には立枝を少なくすることをポイントとし

て伝えました。

摘心講習会（上富田町岡）

実証園で JA 営農指導員と共に夏季バリカン
処理（上富田町岡）

収量調査（田辺市三栖）

普及活動レポート
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参加者からは「作業が 1本あたり 10分以内で終わり、秋のせん定が楽になるので導入したい。」との感想

がありました。

収穫期には田辺市下三栖及び上富田町岡の実証ほにおいて、収穫調査を実施しました。田辺市下三栖は 6

月 5日、6日に行い、1樹当り収量は約 162kg で前年比 1.3 倍、上富田町岡は　6月 12日に実施し、1樹当

たり収量は 82㎏で慣行樹に比して 2倍以上の収量となり、摘心処理の効果が認められました。

②夏季摘心の追加処理

電動バリカン使用による夏季の摘心処理を6月19日に田辺市下三栖、7月1日に上富田町岡で実施しました。

春季に摘心処理した樹の徒長枝発生本数は、慣行樹の半分程度となり、秋季のせん定作業が軽減されるなど

一定の省力効果が認められています。

今回、さらに枝梢管理作業の大幅削減に向け、徒長枝の発生を極力少なくすることを目的に、春季の摘心後

に伸長した新梢を夏季の摘心処理として電動バリカンによりせん除しました。

18～ 9年生の一樹当たりの処理に要した時間は、電動バリカン処理に約 7～ 10 分でした。また、せん除

した枝の重量は一樹当たり約 3～ 5kg と少量でした。

今後、樹勢や落下放置したせん除枝の様子を確認する予定です。

（２）低樹高コンパクト整枝の導入推進

①ムカデ整枝

幼木のコンパクト整枝法として、平成 23 年度より関

係機関とともにムカデ整枝現地実証に取り組んでいます。

ムカデ整枝樹は低樹高かつ樹容積がコンパクトであるた

め、管理作業の省力化並びに計画密植と摘心処理の追加

により早期成園化につながることが確認できました。

現地普及に向け、実証園を活用した栽培講習会や優良

園地の視察研修等を継続的に実施しており、令和 6年度

で導入面積1.1ha、実践農家8戸と徐々に拡大しています。

②カットバック処理

成木の収穫等の管理作業の省力化に向け、樹高を切り下げるカットバック処理が注目されています。令和 6

年度は、摘心処理と併せた講習会を2地域で実施し、導入面積は1.0haとなりました。今年度も講習会を実施し、

導入面積を徐々に拡大していきます。

３．今後の取り組み
摘心処理では、夏季の摘心処理の有無によるせん定作業に要する時間、せん除した枝重量の調査及び秋季の

徒長枝発生程度と樹勢の確認を行い、一連の枝梢管理労力の大幅軽減に向けた技術の確立を目指します。

また、摘心処理やカットバック処理、ムカデ整枝の現地普及を加速化させるため、技術指導者（ＪＡ指導員

等）の育成を図るとともに、カットバック処理では請負グループの育成にも取り組んでいく予定です。

ムカデ整枝導入園（田辺市新庄町）
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１.　はじめに
当課では、令和６年度からの 3ヶ年、普及指導計画の重点プロジェクトとして「いちご産地の維持活性化　

やる気のある産地づくり」に取り組んでいます。

みくまの産地協議会（構成：ＪＡみくまの、くろしお苺生産販売組合、那智勝浦町、新宮市、農業水産振興

課（オブザーバー）、以下産地協議会）は、令和２年に設立され、新規就農希望者が農業の基礎知識と技術を

習得できる体制を構築していますが、就農希望者の状況にマッチしたよりきめ細やかな支援が必要となってい

ます。また、令和５年にいちごジャムの加工グループが高齢化のため廃業となり、後継グループの確保が求め

られています。これらの課題を解決するため、いちご新規就農プログラムによる受入推進、新規就農者の確保

及び育成、栽培管理及び品質向上対策の支援、新たな加工グループへの継承及び育成を図ることにより、産地

の拡大と所得の向上を目指します。

２.　取り組みの経過
（１）いちご新規就農プログラム（みくまの産地提案書）による受入推進

・みくまの産地協議会の活動支援　研修内容検討及び産地協議会活動内容の検討 10 回 

・Ｕ・Ｉターン就農相談フェア出展 3 回　就農相談者	延べ 4名

（２）新規栽培者の確保及び育成

・新規就農相談	 2 名　延べ 3回

・新規就農定着支援（就農後 5年間目途）	 6 名　延べ 43回

（３）栽培管理及び品質向上対策の支援（主要病害虫防除の徹底）

・現地検討会（栽培技術）	 4 回　延べ 47名

・イチゴセミナー（炭そ病、花芽分化確認） 	 3 回　延べ 27名

・先進地視察	 1 回　8名   

・栽培環境整備（耐風性ハウス、高設栽培施設及び省力化機器）の導入推進

（４）新たな加工グループへの継承及び育成

・ＮＰＯ太田の郷へ加工品開発の推進

・ＪＡ女性部会への機運の醸成

REPORT

いちご産地の維持活性化　やる気のある産地づくり

東牟婁振興局　農業水産振興課

普及活動レポート
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３．活動の成果
（１）いちご新規就農プログラムによる受入推進

現在、ＪＡトレーニングファームでの研修生はいないが、いちご新規就農プ

ログラムを改訂し、Ｕ・Ｉターン就農相談フェアに活用しました。

（２）新規栽培者の確保及び育成

2 名（うち 1名は就農支援センター社会人課程で研修）が 4月に串本町高富

地区で就農したが、ハウ

スの完成が遅れ、営農活

動に影響が出ており、栽

培管理指導等のフォロー

を行いました。

定着の支援として育苗や病害虫防除の指導や高設栽

培装置の導入を推進した結果、平均的な収量で順調に

推移し、新規栽培者を主に 4名が増収しました。

栽培面積は、現状維持の 1.3ha となっています（図１）

（３）栽培管理及び品質向上対策の支援（主要病害虫防除の徹底）

生産者の約 7割でハダニの天敵農薬を導入し、研修会を通じて利

用技術が向上している。現地検討会やイチゴセミナーを通して栽培

管理技術の向上が図られ、令和 6年の出荷数 16,491 ケースとなり、

令和 5年と比べ 9.3%増加しました。

栽培環境整備では、県補助事業を活用し、串本町の生産者 1戸が

耐風性ハウス 0.14ha 導入、延べ導入面積 0.73ha となりました。

また、串本町の生産者 1戸が高設栽培装置を 0.14ha 導入、延べ導

入面積が 0.79ha となりました。さらに、新宮市の生産者 1戸が省

力化機器（成型機）を導入しました。

（４）新たな加工グループへの継承及び育成

新たな加工グループの掘り起こしに取り組み、ＮＰＯ太田の郷が

候補として浮上し、試行錯誤の結果、パウチパックいちごジャムの

商品化に成功しました。

また、ＪＡみくまのと連携を図り、新たな加工グループ確保のためＪ

Ａ女性部会を対象にイチゴジュース等を試作し、機運を醸成しました。

４．今後の取り組み
みくまの産地協議会と連携し、新規栽培者の確保・育成に引き続き取り組んで行きます。また、経営の安定

化を図るため、関係機関と連携して栽培管理及び品質向上対策の推進に取り組みます。

みくまの産地協議会での
就農相談

図１　イチゴ栽培面積及び生産者数の推移
※吹き出しは、直近の新規イチゴ栽培者数

栽培状況の検討

いちごジャム
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和歌山市の北東部に位置する山東地区は昔からたけのこの産地として知られています。

この地は赤土の土質で水はけがよく、たけのこの成育に最適な環境であることに加えて、親竹を 5年サイ

クルで更新しながら風通しがよくなるよう間引いたり、「裏止め」という摘心作業などをしながら収穫期まで

手間暇をかけて管理することで、アクが少なく、柔らかく上品な風味を持つたけのこが育ちます。

１．商品の紹介
たけのこは 3月中旬頃から 5月中旬頃までが収穫期

となっており、生のたけのこはこの時期に地域の直売

所などでたくさん販売されます。　

また、山東のたけのこを使った水煮を昔ながらの

製法にこだわって作られている方もおり、FOOD 

HUNTER PARK 道の駅 和歌山 四季の郷（産直棟）

で販売されています。

和歌山市山東地区が誇る、たけのこをぜひ一度ご賞

味ください。一口食べれば、きっとその違いに気づく

はずです。

※たけのこの水煮の販売は 6月から 8月頃までとなっ

ております。

（在庫がなくなり次第販売終了）

２．お問い合わせ先等
FOOD HUNTER PARK 道の駅 和歌山 四季の郷　産直棟（水の市場）　

〒 640-0305 和歌山市明王寺 479-1

TEL：073-499-4370

地域の逸品 !!

和歌山市山東地区の特産「たけのこ」

和歌山市　指導農業士

藪 　   利 　 昭紹介者

産直棟（水の市場）

山東産たけのこ



46

真言宗の宗祖である空海が開創した「高野山」。

かつて山内での耕作が禁じられていたため、高野山の

麓の地域で作られた農産物が高野山に奉納され、江戸

時代から昭和 40年代まで精進料理の食材などとして参

詣者や高野山の人々の暮らしを支えてきました。

この風習から、橋本市がブランディングした野菜が

「高野山麓精進野菜」です。

１．商品の紹介
「高野山麓精進野菜」は『歴史・伝統』、『安全・安心』、『おいしさ』にこだわっています。

24品目の野菜を対象に、化学肥料を慣行の５割以上削減、化学農薬を慣行の３割以上削減

した独自の栽培基準を設け、毎年２回の「目揃え会」で設定した品質基準を満たした野菜

が「高野山麓精進野菜」として販売用シールの添付が可能になります。

「高野山麓精進野菜」は以下の店舗で購入またはお召し上がりできます。

○ファーマーズマーケットやっちょん広場

○ベジフェス（まっせ・はしもと）

○橋本魚市場　いこら市（毎月第４日曜日）

○高野山別格本山　清浄心院　　等

２．お問合せ先
高野山麓農産物産地化協議会

〒 648-8585 橋本市東家一丁目１番１号

橋本市経済推進部 農林振興課内

TEL：0736-33-6113

FAX：0736-33-2175

地域の逸品 !!

体にやさしいこだわり品質“高野山麓精進野菜”

橋本市　指導農業士

坂 口 佳 弘紹介者

販売用シール

高野山麓精進野菜

高野山金剛峯寺へ
高野山麓精進野菜を奉納
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美浜町には、日本名百松選にも選ばれた「煙樹ヶ浜の松林」があります。幅は約 500 メートル、長さ 4.5

キロメートルに及ぶ近畿最大の規模を誇る大松林は、見事な松林として景観を保ち、美浜町周辺を潮害や風害

から守り続けています。しかし、生活様式の変化によって利用されなくなった松葉が堆積し、松の生育に影響

を及ぼすなど問題となっていました。こうした中で、煙樹ヶ浜松葉堆肥ブランド研究会では、未活用のバイオ

マスである松葉を堆肥として活用した取り組みを行っています。松葉堆肥を利用した農産物を「松野菜」とし

てブランディングすることで、松林の保全と地域農業の活性化を目指しています。

１．商品の紹介
現在は松きゅうり、松とまと、松いちごの

３品目が松野菜として栽培されています。

松きゅうりはパリッとした食感とみずみず

しさ、爽やかな香りとほろ苦さなどきゅうり

本来のおいしさをしっかりと味わうことがで

きます。

松とまとは肉厚で糖度が高くトマトが苦手

なお子様でもおいしく食べられます。

松いちごは完熟するまでじっくりと育てる

ことで、高い糖度と大きさを両立しています。

２．お問い合わせ先等
さわやか日高

日高郡日高町荊木 5

TEL ：0738-63-1333

地域の逸品 !!

松葉の堆肥で育てる「松野菜」

美浜町　地域農業士

田 渕 秀 樹紹介者

半年間発酵させた
「松葉堆肥」

まっすぐきれいに育った
「松きゅうり」
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本州最南端に位置する串本町では、温暖な気候を利用し昔からさつまいも栽培が行われていました。その中

で果肉が鮮やかな黄色でしっとりとした食感を持ち、 非常に甘いさつまいもが「なんたん蜜姫」（ＪＡわかや

ま紀南地域本部の商標登録）と名付けられました。

１．商品の紹介
燦々と降り注ぐ太陽と海のミネラルたっぷりの潮風を受けて育った串本のさつまいも「なんたん蜜姫」は驚

くほどの甘さです。お薦めは焼き芋で、低温で長時間かけて焼くとより濃厚でしっとりとした舌触りで非常に

甘味が出ます。また、干し芋にしても美味しいです。

２．お問い合わせ先等
ＪＡわかやま　紀南地域本部

〒 646-0027

和歌山県田辺市朝日ヶ丘 24-17

TEL：0739-25-4611

https://www.ja-kinan.com

地域の逸品 !!

なんたん蜜姫（さつまいも）

串本町　地域農業士

中  正  司　ち  か  子紹介者

焼き芋の状態なんたん蜜姫「箱入り」
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県からのお知らせ
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県からのお知らせ
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県からのお知らせ
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県からのお知らせ





（参考）農業士について
昭和５１年から県知事が認定している制度。
地域農業の振興と農村の活性化にリーダー的役割を果たし
ている農業者に対し、付与される称号。「指導農業士（６５歳
まで）」「地域農業士（６５歳まで）」「青年農業士（４０歳まで）」
の３つの区分がある。

令和７年４月現在の認定者数は以下の通り。
　　指導農業士	 １０５名	（うち女性　１４名）
　　地域農業士	 ５３３名	（うち女性　５５名）
　　青年農業士	 ７９名
　　　合　計	 ７１７名	（うち女性　６９名）

表紙の人

広川町指導農業士

竹 中　 宏 さん

竹中さんは農地中間管理事業を活用して農地を借り上げ、自作園地と合
わせて温州ミカン１７３ａ、晩柑類４０ａ、水稲１６５ａを栽培するなど、
地域の遊休農地解消に寄与しています。

また、ＡＱマル南選果場の生産部長や現在広川町農業士会の会長を務め
るなど、地域農業の発展に貢献されています。

発行日：令和 7年 11月
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